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松
田
小
学
校
建
設
資
金

と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
募
集
し
た
ら
ど

う
か
。
寄
付
さ
れ
た
方
に
は
、

校
舎
完
成
後
に
お
名
前
を
銘

板
に
記
し
て
、
後
世
に
残
す

と
い
う
考
え
は
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、

建
設
資
金
の
受
け
皿
を
設
け

て
い
る
。
返
礼
品
に
替
わ
る

も
の
と
し
て
、
お
名
前
を
何

処
か
に
刻
む
と
い
う
特
色
あ

る
お
返
し
に
つ
い
て
、
仕
組

み
づ
く
り
と
併
せ
、
教
育
課

と
検
討
し
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
整
備
事
業

の
設
置
場
所
、
台
数
は
決
定

し
て
い
る
か
。

（
安
全
防
災
担
当
室
）

　

自
治
会
が
整
備
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
で
、
中
屋
敷
の
児
童

公
園
付
近
、
ス
プ
ラ
ポ
入
り

口
付
近
、
寄
地
区
の
札
場
バ

ス
停
付
近
の
３
か
所
を
予
定

し
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
改
修
工
事
で
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
を
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
詳
し

い
説
明
を
。

安 

全
・
生 

活

令
和
２
年
度
の
公
債
費

元
利
償
還
金
は
３
億
７
千
万

円
余
で
あ
る
が
、
財
政
推
計

で
は
５
年
後
の
令
和
７
年
度

に
、
１
億
８
千
万
円
増
の
５

億
５
千
万
円
余
と
な
る
。
今

後
、
大
型
事
業
が
控
え
る
中

で
町
税
収
入
は
減
少
傾
向
、

財
源
確
保
と
財
政
的
な
展
望

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

（
安
全
防
災
担
当
室
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ

リ
を
入
れ
て
音
声
と
文
字
が

表
示
で
き
、
安
否
確
認
や
、

返
信
が
で
き
る
も
の
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

寄
簡
易
水
道
事
業
の
公

営
企
業
会
計
へ
の
移
行
後
の

負
担
分
を
含
め
、
一
般
会
計

繰
出
金
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

（
副
町
長
）

　

基
盤
整
備
は
一
般
財
源
で
、

更
新
工
事
や
維
持
管
理
費
な

ど
は
、
使
用
料
で
賄
う
。
今

後
の
企
業
会
計
に
向
け
て
も
、

基
盤
整
備
は
一
般
財
源
か
ら

の
繰
り
出
し
の
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

東
部
清
掃
組
合
の
負
担

金
が
５
７
６
万
８
千
円
増
え

て
い
る
理
由
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

来
年
度
は
15
年
に
一
度
の

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

策
定
委
託
の
年
に
当
た
っ
て

お
り
５
７
０
万
円
の
増
加
。

設
備
の
更
新
工
事
等
約
１
０

０
０
万
円
の
増
加
。
合
計
約

１
６
０
０
万
円
を
３
町
で
負

担
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
が
減
っ
て
い

る
理
由
は
。

（
町
民
課
）

　

５
０
０
万
円
の
減
は
、
国

保
会
計
を
健
全
化
す
る
観
点

か
ら
、
法
定
外
の
繰
入
金
の

解
消
を
国
か
ら
求
め
ら
れ
て

お
り
、
令
和
４
年
度
で
繰
出

金
を
ゼ
ロ
に
す
る
計
画
を
立

て
て
い
る
。

（
政
策
推
進
課
）

　

早
急
に
行
う
こ
と
は
町
有

地
等
を
売
却
し
、
そ
の
代
金

を
投
資
的
事
業
の
財
源
と
す

る
た
め
、
基
金
等
に
積
み
立

て
適
切
な
運
用
を
進
め
る
。

政
策
的
経
費
の
う
ち
町
単
独

事
業
は
、
指
定
管
理
者
等
に

委
ね
て
軽
費
を
抑
え
て
い
く
。

ま
た
、
滞
納
整
理
の
強
化
に

よ
っ
て
財
源
を
確
保
す
る
。

が
ん
集
団
検
診
と
が
ん

施
設
検
診
が
あ
り
、
施
設
検

診
の
方
は
内
視
鏡
の
検
診
の

よ
う
だ
が
、
こ
の
違
い
は
何

な
の
か
。

（
子
育
て
健
康
課
）

　

胃
が
ん
の
集
団
検
診
は
バ

リ
ウ
ム
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
で
、
施
設
検
診
は
足
柄

上
医
師
会
と
委
託
契
約
を
結

び
、
胃
が
ん
検
診
の
内
視
鏡

検
査
を
令
和
元
年
６
月
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

予算審査特別委員会報告書（抜粋）
審査の内容
　歳入については一括、歳出については各款ごとに審査
しました。
　歳入は、自主財源の根幹である町税が減少しており、
歳入合計の前年度比較の増加はほとんどが町債の発行で
あるので、新たな財源の確保に引き続き取り組むととも
に、将来の松田町民への負担の先送りとなる町債や歳出
における債務負担行為の予算化は財政計画を随時見直す
慎重さが必要です。
　歳出は、松田小学校校舎建設事業、防災行政無線デジ
タル化改修工事、川音川パークゴルフ場９ホール増設工
事などに集中し、他の工事は必要最小限となった選択と
集中を行っているが、扶助費、償還金利子及び割引料な
ど増加傾向にあり、厳しい予算編成となっています。
　これらのことを踏まえ、次の事項について強く申し入
れをして賛成することとしました。　
(1）町営仲町屋臨時駐車場の不動産鑑定評価等業務委託
料は、土地利用計画を定めてから執行されたい。

(２）今後の元利償還金の増大に向けて、令和２年度の予
算執行にあたっては、職員一丸となって十分精査をし
て、適正に取り組まれたい。

(３）町資源を生かし、特産品・ブランド品を開発し産業
力の強化を図るとともに、交流人口を増やし、町活性
化に努められたい。
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